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カプセル内視鏡（CE）は広く普及し、小腸検査においては第一選択の検査とな

っている。検査法は簡便であり、検査の質を左右するのは読影である。また、カ

プセル大腸内視鏡（CCE）も適応の制限があるが、ニーズは年々増加してきてい

る。CCEは前処置法だけではなく、読影法も小腸検査とは大きく異なる。 

本ワークショップでは CEの価値を決める読影法を中心に、その学び方・教育

法について演題を応募する。AI が開発され読影の負担は減りつつあるが、最後

の判断は医師の責任となる。多くの施設で様々な工夫について議論できること

を期待する。 


